
黄
壁
公陣
師
町
の
「
心
」
の
考
察

(
上
)

黄

漿

繹

師

の
「心
」
の
考

察

(
上

)

(

一
)

古

田

め
不

忠

闘

 先
づ
傳

心
法
要

一
巷
中
、
黄
桀
が
何
を
宣
明

せ
ん
と
し
何
を
表
現

せ
ん
と
す
る
か

に
就

て
考

へ
て
み

る
に
、

「
師

謂
レ休

日
、
諸
佛
與
二

切
衆
生
一、
唯
是

一
心
更
無

別
法
。
此

心
無
始
以
來
云

々
」
(
鐘
陵
録
三
丁
)
》
二
蓋
ふ
時
、

一
心

が
彼
の
中

心
的

思
想
、
否
生
命
な

る
事
が
窺

は
れ

る
。
然

も
彼

猫
創

の
そ
れ

で
な
く
達
磨
的
傳

の
も

の
で
あ

る
こ
と

は

「
所

以
達
磨
從
昌西
天
一來
、
唯

傳
二

心
法
一直
詣

二

切
衆

生
本
來
佛
」
と
言

つ
て
ゐ
る
の
に
依

っ
て
も
知
り
得

る
。

そ

の
意

を
髄

し
た
斐
休
も
序

に

「
濁
倣
}最

上
乗
"、
離
昌交
字

之
印
一、
唯
傳

二

心
}、
更
無

瑚

法
一、
」
と
云

つ
て
ゐ

る
。

「
吾
今

來
昌此
土
一、
唯
傳
閏二

心
一、

不
言
戒
施

云

々
」
(
血
脈
論
、
正
藏

諸
宗
部

五
)
と

云
ふ
達
磨

自
身

、

の
言
を
見

れ
ば

一
心
が
灘
傳
統

の
中
心
的
思
想

で
あ

る
事
を
知
り
得

る
。
更

に
大
休

の
後
序

に
於
け
る
、

「
鷲
嶺
微

笑
付
呂囑

心

法
一、
少
室
面
壁
直

指̀
人

心
一、
紳
光
安

心
。

馬
租
即

心
至
呂干
百
丈
黄
藥
諸
大
老
】、
蜜
傳
昌心
印
一大
機
普
被
大
用
繁
與

莫
レ不
レ本
昌手

一
心
一。」
(
四
十
五
丁
)
と
い

ふ
語

は
遠

く
敏
租
佛
陀

に
起
因
寸

る
事
を
謹

し
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
達
磨
以
來

黄

漿
に
至
る
聞
は
如
何

で
あ
ら
う
か
。
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三
租

の
信
心
銘

一
篇

は
、

至
道

の
關
明

で
あ

り
信
心
不
二
が
眼

目
で
あ

る
事
は
周
知

の
所

で
あ

る

。
恵
忠
國
師
は

「
人

法
双
浮
善
悪
爾

忘
眞

心
眞
實
菩
提
道
場
」
(
傳
燈
録
)
と
も
云
ひ
、
永

明
は

「
問
所
修
萬
善
以
"何

爲

狼

本
一乎
。
答

一
切
鯉
事
以
レ心
爲
レ本
。」

(
正
藏
四
十
八
巷
)
、
と
言

つ
て
居

る
。
彼
も
灘

の
生
命

に
生

き
た
の
で
あ

る
。
從

つ
て
黄

奨
が

「
從
レ佛
至
レ租

並
不
レ論
昌別
事
唯

論
二

少

、」
(
二
十
九

丁
)
と
言

つ
た
の
も
蓋
し
當
然

の
事

と
考

へ
ら
れ
る
。
亦

永
明
は
心
は
最

尊
最
勝

一
代
時
教

の
所
詮
と
し

て

「
此
心
唯
奪
唯
勝
、
此
心
者
十
方
諸
佛

之
所
謹
。

此
心
諸

一
代

時

教

之
所
詮
。」
(
宗
鏡

録
、
雀

二
、

四
百
十
六
頁
)
と

云
ひ
大
殊
も
次
の
如
く
言
表
し

て
居

る
。

「
心

者
是
絵
持

之
妙

本
萬
法
之
洪
源
。
亦
名
"天

智

慧
藏

'無
住
浬
桑
百
千
萬
名
審

心
之
異
號
耳
。」
「
頓
悟
要
門

二
十
丁
)
と

。
敏
麗

一
致
論

者
宗
蜜

は
心

に
つ
い
て
次

の
様

に
蓮

べ
て
ゐ

る
。
「
玄
具
心
膿
随
縁
流
出
展
轄
遍
二

切
慮
一、
遍
二

切

衆
聾
心
之
中
一、

但
於
昌自
心
一念
静
如
理
思
惟
即
如
是
如
是
而
顯
現
。
し
ハ
灘
源
都
序
)
。
(
如
來
藏
者
●即

一
心
之
異
名
也
。

何
謂
二

心
}、
謂

染
澤

一
切
諸
法
無

二
之
性

也
。
故
名
爲
」

、
此
無

二
之
腱
法
中
實

也
。

不
レ同
昌虚
塞
一、
性
自
神
解
也

。
故
名
爲
ソ心
。L

と
Q

,

「
心
」
な
る
も
の
は
、
永
明
が
.
「
約
言
豊
義
」

と
言

つ
て
ゐ
る
程
に
多
義
な

る
文
字

で
あ

る
。

「
心
」
は
如
何
な

る

意
義

を
含

む

で
あ
ら
う
か
。
先
づ
心

の
分
析
を
し

て
見
よ
う
。

普
通

心
は
物

に
封

し
て
の
心
即
ち
意
識
精
棘
を
意

味
す
る
。

一
般

に
外
界

に
封

し
て
内
界
と
稻

せ
ら

れ
る
も
の
で

あ

る
。
然
し

こ
の
内
界

に
封
す

る
外
界

は
自
然
物

で
あ

つ
て
、
肉
膿

は
境
に
属
す

る
も

の
と

し
て
も
内
容

は
心
に
厩

黄
壁
…輝
師
の
「心
」
の
考
察

(上
)

〔
二
げ
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軸頁
壁
…騨
師
の
「
心
」
の
考
寂鰯

(トこ

(三
)

す

る
も
の
で
あ

る
。
・即
ち
心
理
學

の
封
象

と
す
る
智
、
情
、
意
な

ど
の
心
的
過
程
、
或
は
意
識
作

用

で
あ

る
。

此
等

も
勿
論

「
心
」
と
言

へ
る
も
の

で
あ
る
。
吾
人
が

普
通
常
識
的

に

「
心
」

と
云
ふ
の
は
こ
の
意
味

の
心
に
外
な
ら

ぬ

然

し
か

～
る

「
心
」
が
果

し
て
眞

の
心

で
あ
ら
う
か
。
彼
等
心
理
學
者
が
封
象
と
す
る

「
心
」

は
輩

に
生
き
た
入
間

か
ら

「
心
」

な

る
要
素

を
抽
出
し

て
、
換
言
す
れ
ば
智
、
情
、
意
、

の
諸
要
素
を
引
き
出
し
て
、

そ
れ
を
研
究

す
る

事

に
過
ぎ

ぬ
。
勿
論

か
～
る
自

然
科

學
的
な

心
の
研
究
が
心
理
を
明
ら

か
に
す

る
事

に
役
立

つ
た

こ
と
は
事
實

で
あ

る
。
然

し
そ
れ
が
隙

の
所
謂

…、本
心
L

で
も

「
一
心
」

で
も
な
く
、
否
是
等
を
否
定
す

る
所

に
こ

そ
所
謂
本
心
が
あ

り
と
す
れ
ば

、
寧

ろ
斯

か
る
心
の
研

究
は
や
が

て
生
き

た
、
我

々
人
間

の
心
を
物
化
し
た
も

の
に
他
な
ら

ぬ
の
で
は

な
い
で
あ
ら
う
か
。

心
理
學

の
封
象
た

る
心

か
ら
は
、
輝

の
所
謂

「
一
心
」

は
理
解

さ
れ
ぬ
の
で
あ

る
。

是
の
如
き

「
心
」
は
然
ら
ば
自
然
と
如
何

に
關
係

す
る
で
あ
ら
う
か
。

此
本
源
清
澤

心
與
昌衆
生
諸
佛
山
河
大
地
一、

嚇
切
準
等
無
呂彼
我
相
一。

一
切
諸
法
唯
是

一
心
。
萬

法
唯

心
。

(
十
四

丁
)

此
等

に
依

つ
て
も
黄
葉
が
山
河
大
地
日
月
星
辰
に
至
る
自
然
界

一
切

の
存
在
を

心
と
な
し
、
常

識

の
物
を
ば
直

ち

に
心
と
し
て
ゐ
る
事
を
知
り
得

る
。
か

～
る
見
方
が

一
般

の
見
方
と
異

る
事
は
勿
論

で
あ

る
。

三
界
與

起
蹄
畠
一
心
咽、
(
血
脈
論

)
と

云
ひ
、
山
河
大
地

日
月
星
辰
不
レ出
昌汝

心
'、
(
三
十
五
丁
裏

)
と
言

つ
た
時
、

此

所

に
思
想
的
混
同

は
な

い
で
あ
ら
う
か
。
梢

も
す
れ
ば
か

～
る
言
語

は
認
識

の
封
象
を
ば
圭
観

の
観
念
的
所
産

に
す
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ぎ
す
と

見
る
索
朴
的
猫
断
的
観
念
論
と
誤
解
さ
れ
易

い
。
然
し

こ
の
場
合

「
汝
心
」
と

云
ひ

「
…
心
」

と
云
ふ
も
そ

れ
は
、
吾
人

の
軍
な
る
、
智
、
情
、
意
を
意
味
し
な

い
。
智
、
情

、
意
を
否
定

し
て
達

せ
ら
れ

る
心
で
あ

る
。
從

つ

て
三
界
を
三
界

と
見
る
考

へ
方
三
界
を
絶
封
所
輿
と
し

て
嚴
然
た

る
自
個
自
在

を
も

つ
も
の
と
す

る
考

へ
方
は
輝

の

み
な
ら
す
、
佛
教

一
般

の
正
統
説
1
1

勿
説
小
乗

の
如
き
は
そ
う

で
な

い
が
ー

に
反
す

る
。

三
界

唯

一
心
、
と

云

ひ
、
心
外
無

別
法
と

云
は
れ
る
そ
れ
は
我
々
の
見

る
、
迷
界

の
山
河
と

は
異
な

つ
て
、

全
く
非
合
理
的

な
立
場
か
ら

見
ら
れ
た
i

勿
論
見
る
と
、
見
ら
れ
る
と
か
の
世
界
で
は
な

い
が
1

換
言
す
れ
ば
、
明
眼
の
師
に
よ
つ
て
眺
め

ら
れ
た
世
界

で
あ

る
。
そ
れ
故

心
自
禮
と

し
て
、

此

心
弼
始
以
來
不
二曾
生

一、
不
昌曾
滅
印、
不
青

不
黄
、

無

形
無
相
、

不
レ強
噌右

無
一、
不
レ計

薪

奮
一、
非

長
非
短
非
大

非
小
超
過

一
切
限
量
躍
跡
封
待
、

と
云

ふ
如
く
超
越
的

で
あ

る
。
壇

経
讃

に
も
次

の
如

く
言

つ
て
ゐ
る
。

心
乎
若
明
若
冥
若
霞
若
恨

、

有
物
乎
、

無
物
乎
、

謂
昌之

一
物
一固
彌
於

萬
物
一謂
呂之
萬
物
一、
固
統
昌於

一
物

一猶
昌萬

物
一也
。

此
謂
不
可
思
議
也
。

及

不
可
思
也

。

不
可
議

也
。

謂
昌天
下
之
玄
解
一謂
昌之
紳
會
一謂

乏

絶
封
脚謂
乏

黙
聾

謂

乏

冥

通
一。

・

霊
妙
不
可
思
議
な

る

「
心
」

こ
そ
黄

奨
の

一
心

で
あ

り
心
で
あ

る
。
か
く
絶
封
超
越
的

で
あ

り
乍
ら

然
も
、

舳黄.藁
諏岬
師
の
「心
」
の
考
晒祭

(上
)

(四
)
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黄
瀞釜
脚
師
の
「
心
」
の
考
察

(上
)

(五
)

眞

心
本
佛
自
性
之
寳
。
此
寳
不
糧
燭
昌情
量

一、

不
レ可
昌建

立
一、
無
レ佛

無
雛衆
生
}、

無
能
無
所
何
虚
有

レ識

。

若
問
此
既
化
城
何
腱
爲
"寳

所
'、
寳
所

不
レ可
レ指
、
指
●即
有
曽芳

所
一、
非
も
具
寳
所

一也
Q
故
言
昌在
近

一而
己
、

不
レ可
呂定

量
言
7之
但
當

膿
會
昌契
之
一.即
是
也
。

と
云
ふ
如

く
内
在
底

で
も
あ

る
。
亦

「
心
」

は
大
乗

心
と
も
言

は
れ
る
。
「
道
無
昌方
所

一名
噛天

乗

心
㍉

此
心
不
レ在
昌内

外
中
間
噸、
實
無
昌方
所
」
と
。
非

合
理
的
な
者

は
如
何
程
概
念
的
に
亦
合

理
的

に
観
定
し

て
も
駄
目

で
あ

り
、

そ
れ

へ

の
理
解
は

心
を
見

る
の

一
事
實

以
外

に
は
な

い
Q
「
道
在
昌心
悟
噌量
在
"…言
読
㌃一高
説
砥
是
化
昌童
蒙
一耳
。
」
と
も
云
ふ
如

く

心
悟
以
外

に
心
の
理
解

は
あ
り
得
な

い
。
然
も

一
切

の
知
解
悟

量
を
除

去
し
な
.け
れ
ば

「
心
」

は
見
出

し
得
な

い
。

換
言
す
れ
ば
唯
見

性
以
外

に
は
方
法
が
な

い
。
「
本
來
無

…古
今
」

の
心
は
直

接
的

理
解
即
無
修
無

証

の
端

的
な
る
方

法
以
外

に
は
分
ら

ぬ
も
の

で
、
そ
こ
に
灘

の

「
心
」

に
關
す

る
理
解

の
顯
著
な
特
殊
性
が
見
ら
れ

る
様

で
あ

る
。

こ

れ
灘

の
猫
得
な
る
衿

で
も
あ
り
、

叉
同
時

に
こ

の
窺

ふ
事

の
出
來
ぬ
深
淵
を
持

つ
様
な

「
心
」

は

全
く
合
理
的
思
惟

に
、
馴
ら

さ
れ

て
ゐ

る
我

々
か

ら
は
断
念

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
も
あ

る
。
從

つ
て
自
然
と

の
關
係
と
言

つ
て
も

「
心
」
自
膿

一
切
無
所
住

で
、

一
切

の
観
定

か
ら
離

れ
て
ゐ
る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
或
は

三
界
唯
心

と
云
ひ
或

は

コ

切
ヴ法
唯
心
所
生
L
コ
ニ
界

與
起
蹄
二

心
し

と
達
磨
が
言

ふ
如
く

一
切
を
包
含
す

る
も

の
で
あ

る
こ

と
を
思

へ
ば
、
そ

の
眞
意

は
自

ら
明
ら

か
で
あ

る
と
思
は
れ
る
も
そ
れ
は

一
切
現
實
界
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ

の
蘇
生

の
後
か

ら
、
現
實
界

の
根

底
と
し

て
見
ら

れ
る
様
な
も

の
で
あ

る
。
根
底
と
云

つ
て
も
種

々
あ

る
。
今
云

ふ
の
は
論

理
的
根
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底

で
も
な
く
、
世
界

読
明

の
爲

の
第

一
原
理
で
も
な

い
根
底

で
あ

る
。
從

つ
て
現
實

か
ら
は
全
く
非
合

理
的

で
あ

る

上
來

「
心
」
が

全
く
超
越
的

で
あ

り
、
我

等
が
封
象

化
し
て
意
識
す

る
が
如
き
存
在

で
は
な

い
こ
と

を
明
ら
か

に

し

た
。
然
ら
ば
、
か

＼
る

「
心
」

こ
そ
佛
と
稻

さ
れ
ね
ば
な

ら
な

い
の
に
何
故

「
心
」

と
云

つ
た
か
。

我

々
は
先
づ

灘

の

「
心
」
と
言

は
る
可
き

も
の
が
、
如
何
な

る
も

の
な
る
か
を
説
明
す

る
爲
眞
宗
に
於
け
る

「
心
」

の
問
題
を
考

察

し
よ
う
。

至
心
者
眞
實
誠
種
之
心
故
疑

蓋
無
雑

、
信
樂

者
眞
實
誠
満

之
心
…
…
欲
生
者
願
樂
畳
知

之
心
…
…
大

悲
回
向
之
心

今
按

}三
心
字
訓

一、
、
眞
實

之
心
而
虚
假
無
雑
、

正
直

心
而
邪
僑
無
難
。

眞
智
疑
蓋
無
商

雑

一故
是
名

信̀

樂
一、
信
樂

者
.即

一
心
也
。

一
心
者
.即
眞
實
信
心
。
(
教
行
信
謹
)

こ
れ

に
よ
れ
ば
往

生
疑

ひ
な
し
と

の
そ
の
信
樂
が

一
心

に
當

る
の

で
あ
る
。
然
も

こ
の

一
心
た

る
や
遣
ハ實

の

一
心
で

あ

り
決

し
て
、
吾
人
の
輩
な

る
見
聞
畳
知
的

心
を
言
ふ
の
で
は
な

い
。
唯
如

來
願
力

に
よ

る
そ
れ
で
あ

る
。

「
信

心

者

則
本
願
力
回
向

之
信
心
也
。
」
(
敏

行
信
誼
)
、
何
故
吾
人
は
か

、
る
本
願
力
を
信
じ
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
か
。
そ
れ

は

全

く
現
實

の
繊

土
を
捨

て

、
、
欣
求
浄
土

の
凡
夫

の
願
心

に
依
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
か
ら
で
あ

る
。
親
鷺
が

如
何

に
現
實

の

自
個
反
省

に
よ
り
罪
悪
を
意
識
し

た
か
ρ

「
誠
知
悲
哉
、
愚
禿
鷺
沈
昌没
於
愛
欲
廣
海
}、
迷
ヨ惑
於
昌名
利

大

山
一、

不

レ喜

レ入
畠定
聚
之
藪

一、
不
レ快
レ近

量
ハ謹
之
謹
騨、
可
レ恥
可
レ役
契
。」

唯
自
身

現

に
此
の
罪

悪
生

死
の
凡
失
、
膿

劫
以

來
常

に
没
し
常

に
流
轄

し

て
出
離

の
縁
あ
る
事
な

き
凡
夫
で
あ
る
。
從

つ
て
唯

人

に
残

さ
れ
た
る
道
は
唯
願

生
に
よ
る
、

か賀
藁

㎜繭脚師

の
「
心
」
の
考

察

(
上

ゾ

(
六
)
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黄
藁
檸
師
の
「
心
」
の
考
察

渚上
)

({
)

救
濟
の

一
道

の
外

は
な

い
こ
と
と
な

る
。

復

次
衆
生
初
學
㌔
疋
法
一欲

求̀

正
信
一、

其
心
怯
弱
以
レ往
呂於
此
娑
婆

世
界

軸、
自

畏
レ不
レ能
雫常
値
"諸

佛

一、
親
承
供
養
上、

儂
レ謂
噌「信

心
難
昌成
就
一。
意
欲
レ退
者
當
レ知
如
來
有
一勝

方
便
}撰
護

信
心
}謂
以
昌專
レ意
念
レ佛
因
縁
一得

レ生

他

方
佛

士
一常

見
昌於
佛
一永
離
昌悪
道
一。
即

修

多
羅
誰

若

人
專
念

西
方
極
樂
世
界

阿
彌
陀
佛
一所
修
善
根
回
向
願
}部求
生

彼̀
世
界

.帥

傳
轟往
生
一。
(
起
信
論

)

斯

く
易

行
佛
道
を
成
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
心
に
は
二

つ
の
動
機
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

で
あ

ら
う
。

一
は
菩
提
心

で

あ

る
。
他

は
佛
道
を
修

せ
ん
と
す
る

一
方
法
と
し

て
の
、
願
生

で
あ

る
。
も
し
吾

々
が
佛

道
の
出

磯
鮎
と
し

て
の
螢

菩
提
心
に
よ
る
な
ら
ば
、
願
生
浄

土
の
意
義

は
見
出

せ
な

い
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
菩
提

心
堅

固

で
あ

る
と
す

れ

ば
津
土
を
願
生
す

る
よ
り
、
佛
道
を
成
就
し
、
漂

土
の
實
現

に
講
し

た
方
が
よ

い
か
ら

で
あ
る
。

こ
れ
に
封

し
願
生

す

る
に
は
自

己
の
怯
弱
を
自
畳
し
厭

ふ
可
き
臓

土
が
あ
り
、
願

ふ
可
き
浮

土
が
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
故

に
菩
提

心
に

よ

っ
て
願
生
す

る
と

い
ふ
こ
と
は
矛
盾

で
あ
る
。
從

つ
て
吾
人
の
信
心

砂

一
心
が
眞

に
徹
底
せ
ん

が
爲

に
は
、
信

心

そ

の
も

の
が
願
力

に
依
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。
而

し
て
信
心

そ
の
も
の
が
願
力

の
廻
向
で
あ

る
こ
と
を
自
謬

す

る
も
の
は
亦
實

に
信

心
で
あ

る
。
斯
く
信
心
ぽ

願
力

よ
り
生
じ
、
願
力
は
信
心
に
よ

つ
て
、
領
解

せ
ら

る

、
と
し

て

も
、
吾
人
は
如

何
に
し
て
そ
の
信
を
獲
得
し
得

る
か
。

「
今
信

知

彌
陀

本
弘
誓
願
一、

及
稽

名

號

、
下
至
十
聲
、

一

聲
等
是
得
昌往
生
一、

及
ソ至
暫二

念
}無
ゾ有
二從

心
。」
斯

く
の
如
く
名
號
は
往
生
の
凶

で
あ
り
、
か

＼
る
名
號

の
信

も
亦
、

36
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.
『、言

信
爲
"遣

元
一功
徳
母
L
、

(
教
行
信
謹
)
、
と

い
ふ
如

く
原
始
的
信
心

で
あ

る
。
「
信
復
有

…二
種
一、

一
從
レ開
生

、
二

不
レ從
レ思
生
」

(
敏
行
信
讃
)
、

と
云

ふ
如
く
聞

信
の

一
念
が
、
名
號

の
は
た
ら
く
と
こ
ろ
で
あ

り
、

そ
れ

に
よ

つ
て

獲
信
す

る
の
で
あ
る
が
、
併

し
そ

の
信
は
、
鼠
・な
る
意
識

の
そ

れ
で
な
く

て

「
凡
按
大
信
海

者
不
レ
簡

昌貴
賎
締
…素

一、

不
レ謂

男

女
老
少
一、
不
レ問

n造
罪
多
少

不
レ論
修

業
久
近
}、
非

行
非
善
非
頓
非
漸
非
常
、
非
教

、
非

正
観
非
邪
観
非
有

念
非
無
念
非
臨
終
非
卒
等
非
多
念
非

一
念
、
唯

是
不
可

思
議

不
可
稽
、
不
可
読

不
可
稽

信
禁

也
、
」
(
敏
行
信
謹
)
と

云

ふ
如
き

淳
な

る
蹄
命

の

一
心

で
あ

る
な
ら
ば
、
黄
奨

の

「
此
心
無
始
以

來
不
曾
生

不
曾
減

不
青
不

黄
無
形
無
相

、

不
屡
有
無
、
不
計
新
奮

云

々
。」
の
如
き

心
と
は
如
何
に
旺
別
す
可
き
か
「
問
如

來
本
願
己
爽

至

心
信

樂
欲
生
誓
}、
何

以
故
論
圭
言
二

心
一答

愚
鈍
衆

生
解

了
爲
レ令
レ易
彌
陀
如
來
離
レ肇

}三
心
}
浬
桀

眞
因

唯
以

信

心
一此
故
論

圭
合
レ
三
爲
二

鰍
。」
(
教
行
信
謹
)
之
れ
聞

信
の

一
心
は
、
往
生

の
因
行

で
あ

る
事
を
云

ふ
の
で
あ

る
。
然

も
、
「
此

十
念
者
依
昌止
無

上
信
心
一依
昌附
彌
陀
佛
、
如
來
方
便
荘
嚴
眞
實
清
澤
無
量

功
徳
名
號
一生
。
」
(
同
上
)
と
云
ふ
如

く
全
く
眞
實

の
方
便

で

〆

あ

り
、
名
號

の
因

に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
す

れ
ば
、
眞
實
を
本
と
し
、
非
因
非

果
、

一
如

の
心
を
目

標
と
す

る
黄

禦

の

「
心
」
と

は
絵
程
蓮
庭
あ
り
と
見
ね
ば
な
ら

ぬ
。

從

つ
て
親
鶯

の
そ
れ
は
嚴
密

に
考

へ
て
、
「
我
之
所
愛
即
是
我
之
有
縁

之
行
也
、
帥
非

汝

所
求
一、

汝
之
所

愛
帥
是

汝
之
有
縁
之
行
也
、
亦
非
昌我
所
求
一、
是
故
各

々
随

所̀
求
一而
修
鉦
ハ行
"者

必
得
二解

脱
一也
。」
(
敏
行
信
謹

)
、
と

云

ふ
如

く
各
個
人
の
主
槻
の
有
縁
の
行
に
從

つ
て
投
影
せ
ら
れ
た
観
念
i

勿
論
浮
士
に
は
観
念
界
の
津
土
あ
り
、
自
然
的

黄
瀞
堀
騨
師

の
「
心
し
の
霧
.察

ハ
ト
こ

か
八

、
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黄
漿
藤
師
の
「
心
」
の
考
察

ハヒ
)

.

へ
九
)

浮
土
め
り
之
等
は
實
在

の
澤
土
と
匿
別
さ
れ
る
で
あ
ら

う
が
、
前
交

に
よ

つ
て
観
念

の
滑
土
と

な
し
て
差

つ
か

へ
な

い
で
あ
ら
う
ー

の
津
土

に
過
ぎ

ぬ
で
あ
ら
う
。

從

つ
て
凡
夫

か
ら
封
象

化
さ
れ
た
縫

化
限
量
有
相

の
佛

で
あ

る
。
か

、
る
封
象
化

さ
れ
た
彌
陀

の
願
を
、
我
等
は

如
何

に
し
て
受
取

る
事
が
出
來

る
か
。
亦
受
取
る
能

力
を
持

つ
か
否

か

ゴ
問

は
れ
ね
ば
な
ら

ぬ

で
あ
ら
う
。
結
局
信

仰
に
於
け
る

一
心
は
如
來
は
如
來
で
あ

る
限

り
、
永
久

に
衆
生
を
救
ひ
得
な

い
し
、
然
も
衆
生

は
衆
生
た

る
自
畳

を

忘
れ
て
ゐ
る
か
ら
如
來
と

の
合

一
の
道

は
閉

ざ
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
唯
如
來
が
衆
生
と
な

る
事

に
依

つ
て
罪
悪

の
衆
生
を
救
ひ
出
す
事
が
出
來

る
の
み
で
あ
.る
。
衆

生
の
意
欲

の
如

く
度

し
乍
ら

、
自

己
の
意

を
途
げ

給

ふ
事

の
み

で
あ

る
。

從

つ
て

一
心

に
於

て
は
佛

た
る
阿
彌
陀

と
駈
罪
悪
深
重
な

る
凡
夫
と
が
常

に
封
立
し

て
ゐ

る

の
で
あ

つ
て
、
無
限

の
願
力
を
受
け
乍

ら
然
も
そ
れ

に
封
し

て
は
無
限

に
返
し
得
な

い
檬
な
歌
態
が

一
心
で
あ

る
様

で
あ

る
。
其

の
根
底

に
は
本
來
佛

で
あ
る
事
に
依

つ
て
廻
向

の
可
能
が
成
立
す

る
と
云

ふ
こ
と
が
暗

々
裡

に
考

へ
ら

れ
て
ゐ
る
の
で
は
な

　

　

む

カ
ら
う
力

一
心

の
意
識

に
は
両
罪

の
衆

生
が
あ
り
、
…罪
悪
深
重

の
自
畳
が
存
在
す

る
の
で
あ

つ
て
、
そ

の
限
り

人
間

の
絶
掲

否
定
は
と
げ

ら
れ
て
ゐ
ぬ
と
考

へ
ら
れ

る
。
機
法

一
膿
と
言
ひ
生
佛

一
如

と
云
ひ
乍
ら
荷

そ
れ

は
同

一
化
の
意
識

に

す
ぎ
す
、
唯
心
の
浮

土
己
心
の
彌
陀

の
即

一
性

は
な

い
。

「
是

心
作
佛
者
言
γ之
、
能

作
佛

是

心
是
佛

心
外

無
佛
。
光

認



明

云
是

心
作
佛
是
心
是
佛
是

心
外
無
襲

佛

輔」
(
教
行
信
謹

)
と

い
ふ
如
き

心

へ
の
可
能

の
原
理

に
す
ぎ

す
、
還

つ
て
そ

れ
を
否
定
す

る
も
の
こ
そ
黄
奨

の

「
心
」

で
あ
る
と
考

へ
ら
れ

る
。
寧
ろ
罪

の
自
畳
は
罪

の
罪

と
な

す
可
き

も
の
が

な

い
と
云
ふ
無
罪

た
る
に
心
依

つ
て
今

一
度

否
定
す

べ
き
も

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
因

に
黄

奨

の
批
勃
を
見

る
に
、

⇔

亦
如

此
若
観
レ佛
作
亀清
澤
光
明
解
脱
之
相
一、
観

聚

生
作

昌垢
濁
暗

昧
生
死
之
相

一作
'此
解
一者
歴
河

沙
劫
終

不
レ得
・轍

菩
提
一。

㈲
問
佛
性
與
昌衆
生
性
}爲
レ同

爲
レ別
。
師
云
怪
同
無
レ異
若
約
昌三
乗
敏
一即

読
下有
昌佛
性
一有
卯衆
生
性
上。
途
有
唱三
乗
因
果

一
郎
有
輔因

果
哺。
若
約
二佛
乗
一租
師
相
傳
即

不
レ読
菖如
γ是
等
事
一。

ω

問
佛
度
"衆
生

「、
否
師
言
實

無
肱衆
生
如
來
度
者
一、
我
尚
不
可
得
、
現
有
昌三
十

二
相
八
十
種
好
鱒何

得
ゾ言
ソ無
。
師

云
凡
所

有
相
皆
是
虚
妄
見

二

切

諸
相
非
甥相
即
見
昌如
來
、
佛
與
舗衆
生
蕃

是
如
作
噂妄

見
一。

と
云

ふ
て
ゐ
る
。
斯

く
の
如
く
眞
宗

一
涙

の
是
心
是
佛
は
、
省
黄
藥

の
云
ふ
、
帥

心
即
佛

、
是
心
是

佛
、
と

は
異
な

る
。
無
得
蹄
命

の

一
心

に
よ

る
念
佛

三
昧
と
、
麗

に
於
け
る
心
の
三
昧

と
は
、
術
嚴
密

に
、
匿

別

さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら

ぬ
。
然

ら
ば
彼

の
心

に
到
る
、
實
践
認
識
と
し

て
の
道
が
、
開
か
れ
て
居

る
で
あ
ら

う
か
。

吾

々
に
は
果
し

て
心

の
認
識
能
力
を
も

つ
で
あ
ら
う

か
。

亦
コ

心
」

は
果

し
て
認
識

さ
れ
る
も

の
で
あ
ら
う
か
。

二

灘

に
於
け

る
、
實
踵
認
識

ほ
如
何
な

る
も
の
で
あ
ら

う
か
。

上
述

の
如
く
灘

の
本
質
は
本
來

「
心
」

そ
の
も

の
で

黄
壁
輝
師
の
「心
」
の
考
{祭

(上
)

(
一
〇
)
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黄
奨
藤

師

の
「
心
」
の
考
察

(
上

)

(
一

唱
)

あ
り
、
本
來

「
佛
」

そ

の
も

の

で
あ

る
。

人
問

は
ー

佛
敏
的

に
は
衆
生
-1

本
質

自
膿

と
し

て
、

天
翼
自
性

で
あ

り
、
六
租

の
自
清
漂

心
、
無

一
物
、
黄

藥
の
無

心
、

一
心
、
即
心
、
道
元
の

「
佛
道

の
器
」

で
あ

り

「
こ
の
法
は
人

々
の
分

上

に
、
豊

に
具
は
れ

る
」

人
間

で
あ
る
。

に
も
か

＼
は
ら
す
、
現
實

と
凝
視
す

る
時
、
其

腱
に
見
出

さ
れ

る

人
間
は
、
親

鶯
の

「
地
獄

一
乗

の
凡
夫
」

で
あ

り
、

「,悪
性
更

に
止
み
難

く

心
は
蛇
蝸
」

の
如

き
人
間

で
あ

る
。
現

實
を

立
揚
と
す
る
限

り
、

「
衆
生
本

來
佛
な
り
。」
と
云

ふ
自
隠

の
言
葉
は
吾
人

の
、
増
上
慢

に
す
ぎ
す
、
自
己

の
自

律
性
を
、
張
調
す

る
、
理
性
的
人
間

の
謹
左

に
過
ぎ

粗
の
で
は
な

か
ら
う
か
。

人
間
は
本

來
凡
夫
で
あ
り
、

「
八
萬

四
千

の
煩
櫛
」

に
覆
は
れ
、

三
毒
を
行
じ

て
省

み
る
事
な
き
、
愚
夫
、
臆
夫

で
あ

る
。
そ
れ
が

何
故
本
來
佛

と
云
ひ

得

る
か
。
然
し
か

、
る
問

の
仕
方

は
最
早
や
宗

敏
的
人
間
の
、

そ
れ
と
は
稽

じ
難

い
。
何
故
な

れ
ば
、
そ
は
…進
退
き

は
ま
れ
る
人

間
の
苦
、
人
問

の
欲
求

、
生
の
問

題
を
、
學
的
封
象
と
な
し
、
縁
遠

い
彼
方
の
事
と

見

て
居

る
か
ら

で

あ
る
。
現
實
を
凝
観
す
る
限
り
無
明
、
煩
憐
具
足

の
入
間

を
見
出
す

の
で
あ

る
。

然
し
嚴
密

に
云

つ
て
現
實
と
は
何

か
。
無
明
、
煩
櫛
と

は
何

か
。

そ
れ

さ

へ
も
充
分

に
反
省

し

て
ゐ
な

い
、
私

で

あ

り
、
煩
僑
そ

れ
自
身

さ

へ
も
知
ら

ぬ
全
く
の
無

信
の
入
問

で
あ
る
。
苦
拶
を

脱
し
て
、
人
生

を
忠
實

に
、
人
生

せ

ん
と

す
る
限

り
、
最
皐
や
抽
象
的

に
、
人
間
を
封
象

化
し

て
論
す

る
蓬
は
な
い
。
切
迫

せ
る
私

自
身

の
現
實

の
、
問

題
と

し
て
は
、
知
解

の
葛
藤

を
捨
て

、
、
直
ち

に
實
践

の
族
路

に
出
で
ざ
る
を
得
ぬ
の

で
は
な

い
か
。

か

、
る
芳

蜀

を
示

せ
し
者
こ
そ
、
實

に
教
租
佛
陀

で
は
な

か
ら
う
か
。
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無
明
萬
塵
之
根
本
、

十

二
因
縁

之
首

、
(
圓
畳
纏
略
疏
四
十
六
丁
)
、
凡
夫
を
し

て
凡
夫
的
生
活
を
螢

ま
し
め

る
も

、の
こ
そ
、
根
本
無
明

で
あ
ろ
。
然
し
果
し
て
私
に
無
明
な

る
も

の
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
か
。

煩
櫛

不
畳

無
明
と
云
は
れ

て
も
そ
れ
さ

へ
知
ら

ぬ
不
具

の
私
は
杢

々
の
凡
夫

で
あ
り
、
生

死
混
沌
た

る
存

在

で
あ

る
。
そ
の
意

味

に
於

て
煩
憐

は
私

に
は
絶
封

に
知
ら
れ
な

い
も
の

～
様

で
あ

ろ
。
從

つ
て
、
心
迷

こ
そ
、
心

の
中

に
あ

り
と
も
考

へ
ら
れ
る
。
然

し
無
迷
悟
の

一
心
中

に
何
故
煩
拶
が
あ
る
か
。

煩
拶

め
り
と
考

へ
ら
れ
な

い
。

何
故

な
ら
ば
、
唯

一
の
も

の
か
ら
、

雑
多
な
心
有

が
、
ど
う
し

て
起

る
か
は
考

へ
ら
れ
扇
か
ら

で
あ

る
。
然
し
心
迷
が
心
以
外

の
春
在
と

す
れ
ば
「
心
」
が

一
切
の
根
擦

と
は
考

へ
ら

れ
ぬ
。

然
ら
ば
か

～
る
矛
盾
は
、
如

何
に
解
決

さ
れ

る
可
き
か
。
而
し
て
心
に
於

て
は
、
最
早
や
心
迷
の

問
題

は
謎

た
る

を
失
ふ
。
「
備
但
於
瓦

聖
爾
腱
一、
情
莫
'許

念

一無
妄
」
(
二
十
三
丁
)
從

つ
て
無
根

の
妄
を
ば
、
有

と

見
る
人
間
そ
れ

自
膿
が
、
妄

た
る
讃
嫉

と
な

る
。

そ
れ
故
現
實

の
生
滅
界

の
墓
本
要
素

は
、

心
で
な

く
し
て
迷

心
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

心
は
迷
心
を
否

定
す

る
も

の
と
思
惟
さ
れ
る
か
ら

で
あ

る
。
然
し
現
實

を
立
場
と
す
る
限

り
、

心
迷
は
心
以
外

の
も
の
で
は
な

い
が

、
亦
心
以
外
か
ら
來
た
と
も
稔

し
難

い
。
不
帥

不
離

で
あ

る
。
從

つ
て
論

理
的

に
は
、
心
は

一

切
で
あ
り
然
も

一
切
は

心
自
膿
と
云
ひ
得

る
。
無

明
す

る
無
明

で
は
な

い
。
「
無
明
者
爲
レ明
亦
爲
レ暗

。
師
云
非
明
非

暗
。
明
暗
是
代
謝
之
法
。
無
明
是
不
明
亦
不
暗
、

不
明
砥
是
本
明
、
」
は

こ
れ

を
言

つ
た
も

の
で
あ
ら

う
。
從

つ
て
本

質
自
膿

と
し
て
の
入
間
は
、
本
明
自
身

で
あ

る
と
同
時
に
他

方
、
上
蓮

の
如
く
、
煩
橋

具
足
の
人
問

た
る
事
は
否
ま

黄
藁
輝
師
の
「心
」
の
考
購

(上
)

(
一
二
)



黄
蹄蛮
岬
師
の
「
心
」
の
考
察

(ヒ
)

=

二.
)

れ

粗
事
實
で
あ
る
。

然
ら
ば
凡
夫
と
佛
、
畳
者
と

不
畳
者
と

の
間

に
如

何
な
る
關
係
が
存

で
る
か
。
常
識

は

「
凡
央

と
し

て
の
人
聞
が

修
業
功
用

の
結
果
、

一
定

の
時
間
推
移

の
結
果
、
そ

の
後

に
畳

者
と

な
り
、
畳
者
は

凡
夫

の
理
想

で
あ
り
、
理
念

で

あ

る
。
」
と

す
る
。
換
言
す
れ
ば
何
か
佛
種
な

る
實
膿
的
存
在

を
人
間
内

に
認

め
、
佛

凡
は
互

に

叫
直
線
上

の
爾
…極
端

と
見
な
が
ら
、
而
も
そ

の
問

に
無
限

の
段
階

か
存
す

る
事
に
依

つ
て
、

一
方
か
ら
他
方

へ
、
帥
ち

凡
夫
か
ら
畳
者

へ

の
漸
層
的
推
移

の
可
能

を
信
じ
、
そ
の
結
果
理
想

に
達
し
得

る
と
す

る
。
自
我
實

現
、
自

己
完
本

説
を
取

る
は
蓋
し

常
識

の
立
場

で
あ

り
、
理
想
的
立
場

で
あ

る
。
果

し
て

「
心
」

は
か

、
る
過
程
を
纒

て
達

し
得

る
も

の
か
。

叉
黄
藁

が
か

、
る
見
解

を
許

し
た
か
。

　値
故
學
道
人
迷
自

本
心
不
認
爲
佛
、
途
向
外
求
寛
起
襯…功
用
行
}依
昌次
第

一謹

。
歴
劫
勤
求
永

不
レ成
レ佛
。
(
七
丁
裏
)

紛
若
佛

道
言
㌔
疋
修
學
而
得
一如
レ此
見
解

全
(
與
二佛

道
一)
無
昌交
渉
一
(
四
十

丁
裏
)

ω
却
観

歴

劫
功
用
一総
是
夢
中
妄
爲
。
(
八

丁
裏
)

之

に
よ
れ
ば

全
く
佛

凡
は
噺
絶
的

關
係
に
あ
り
、
衆
生

か
ら
佛

へ
の
道
は
閉
ざ

さ
れ
、

そ
の
間

に
は
超
え
難

き
絶

封

の
溝
が
存

す
る
。
從

つ
て
有
機
的

な
可
能
態

の
現
實
禮

へ
の
、
漸
麟
的
登
展
は
、
蓮
績
的

、
時

間
的
關

係
と
共

に

登

く
否
定

し
審

さ
れ

て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
換
言
す

れ
ば
生
佛

の
關
係
は
、
量
的
差
異

に
非

ず
し
て

、
質

的
相
異

で
あ

る
。
心
迷

か
ら

心

へ
は

、

一
歩

の
踏
み
出
し
も
出

來
ぬ
。
蓋
し
南
甑

、
北
漸
の
相
甦

ば
か

、
る
修

道
観

、
心
性
観

の
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相
異
に
叢
因
す
る
と
考

へ
ら
れ
る
。
帥
ち
菩
提
た
る
佛
を
認
め
、
他
方
凡
夫
と
し
て
の
人
間
ー

勿
論
本
質
と
し
て

は
明
鏡
で
は
あ
る
が
ー

を
假
定
し
、
塵
埃
梯
拭
の
努
力
に
よ
る
結
果
、
本
佛
を
期
待
す
る
未
來
成
佛
説
l
i
勿
論

冥
宗

一
涙
の
、
死
後
成
佛
読
と
は
異
な
る
ー

を
取
る
神
秀
に
衣
鉢
を
傳

へ
φ
寧
ろ
自
性
の
端
的
の
直
示
者
た
る
、

恵
能

に
傅
法
さ
れ
し
は
、

一
膿

何
を
暗

示
す
る
か
。

問

六
組
不
レ會
二経
書

一何
得
昌博
レ衣
爲
レ租
。

秀

上
坐
是
五
百
人
着
座
爲
敏
授
師
一。
講
昌得

三
十

二
本
纒
論

一。
師

云
爲

一

　

　

ぬ

　

も

　

　

　

他
有

心
一(
紳
秀
を

云
ふ
)
。
是
有
爲
法
、
所
修
所
讃
將
爲
γ是
也
。
(
三
十
六
丁
)

蓋

し
有

心
的
、
目
的
的
立
場
に
立

つ
、
神
秀

へ
の
痛
烈
な
る
批
到

こ
そ
こ
れ

で
あ

る
。
達
磨
以
來
の
自

性

の
端
的

の

立
場
ー

勿
論

か

、
る
立
場

は
、

立
場
な
き
立
場
と
し
て
の
、
絶
封
的
立
場

で
5あ

る
が
ー

に
立

つ
正
當
輝

の
傳
統

に
生
き

た
彼
が

「
謂
昌我
能
謹
能
得
一、
皆
増

上
慢
人
也
」

(
十
四
丁
裏

呂
と
叫
び
し
は
當

然

で
あ

る
。
然

ら
ば
か

、
る

絶
封
の
溝
、
即
ち
佛

凡
、
生
佛

の
絶
封
矛
盾
關
係
は

、
如
何

に
し
て
超

へ
ら

る
可
き
か
。
如
何

に
し

て
相
排
除

し
合

ふ
佛
凡
の
爾
極
は
統

一
さ
れ
ん
と
す
る
か
。
.此
所

に
同
じ

く
、
最
近
神
の
超

越
性

を
説
き
、
神
人

の
絶

封
矛
盾
關
係

を
説
く
、
危
機
神
學

に
…封
し
て

一
瞥
を
與

へ
る
機

會
に
遭
遇
す

る
。

危
機
紳
學

に
於

て
は
、

「
神
は
神

で
あ
り
、
人
間
は
人
間

で
あ

る
。
神
と
人
間
と
は

杢
く
切
り
離

さ
れ
距
た
れ
る

二
李
面

で
あ

る
。
此
所
(
人

間
)
と
彼
所
(
紳
)
と

の
聞

に
は
越
え
難
き
死

の

一
線
が
引

か
れ
て
ゐ
る
。
」
如

き
封
立
で
あ

る
。
斯
く
神
は
人
間
に
封

し
て
、
絶

封
的
超
越

で
あ
り
、
人
間
か
ら
は
思
惟

の
爵

外

に
あ

り
、
神

へ
の
道
は
如
何
な

蕃
ハ壁
盆灘
師
の
「心
」
の
考
察

(上
)

へ
鴫
四
)
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黄
藥
輝
師
の
「
心
」
の
考
察

(
上
)

(
一
五
)

る
手
段
、
方
法
も
封
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
然
し
か

～
る
、
絶
封

封
立
の

二
李
面
を
接
鯛

せ
し
め

る
も

の
が
あ

る
。
何
者
か
!

そ
は
絡
末

の
ラ

ッ
パ
の
吹
奏
さ
れ
る
瞬

間
に
顯
現
す

る
救
圭
と

し
て
の
イ

エ
ス
で
あ

る
。
死
者

の

復
活
と
し

て
の
キ
リ

ス
ト
の
顯
現
、
そ
れ
が
啓
示

(
○
鴇
2
げ
く
§
σQ
)
で
あ
り

か

～
る
非
合
理
、
非

現
實
を
信
す

る
の

が

信
仰

で
あ
る
。
か

、
る

「
紳
仰

は
奇
蹟
」

で
あ
り

「
絶

封
的
奇
蹟
」

で
あ

る
。
然

し
人
間
か
ら

は
決
し

て
豫

測
さ

れ
え

ぬ
、
か

、
る

「
紳
的
事
件
」

は
、
.即
ち
目
的

し
感

得
し
得
ざ

る
、
不
可
視

の
出
來
事
は
、
如

何

に
し

て
登
見
し

得

る
か
。

そ
は
人
間
的
な
も

の
が

「
紳

の
中
味

の
盛

ら
れ
し

土
の
器
な

る
室
洞
と
な
b
、」
紳
の
前

に
は
次

に
す

ぎ
な

く
な

る
こ
と

で
あ

る
。

そ
れ

は
正
に
全
的

に
送
理
的
な

る

(
U℃
PN9
山
O×
囲O
騨一)
轄
向

で
あ
り
轄
回

で
あ

る
。

そ
し
て
亦

か

、
る
反
轄

で
あ
る
所

に
成
立
ち
、
彼
岸

に
導
き

入
れ
ん
が
爲

に
、
此
岸

を
塞
虚

に
し
、
か
く
て

人
を
し

て
裸

の
ま

～
で
紳

の
聖
壇

の
前
起
立
た
し
め
、
裸

の
儘

で
紳

の
義
を
以

つ
て
装
は
れ
し
め

る
所

に
、
信

仰
が
成

立

つ
、
而
も

か

、
る
信
仰
は
唯
紳

が
ら

の
み
來
る
恩
寵

で
あ

る
。

こ

の
と
き
彼
岸
は
、
如
何

に
し
て
入
り
來
る
で
あ
ら
う

か
。

そ
れ

は
唯
危
機

(
O
「三
。・)
を
通

じ
て
の
み

で
あ

る
。
被
造

物
よ
り
根
源

へ
の
蹄
逡
を
意
味
す

る
、
人
聞

性

の
顯
覆
き
れ

る

瞬
間

の
危
機
を
通

じ
て

の
み

で
あ
る
。

凡
ゆ
る
、
然

り
と
否
と

の
拒
否
、
「
あ

れ
で
も
あ
り
、
こ
れ

で
も
あ

る
」

事
を
拒
否
す

る
、
凡
ゆ

る

二
元
性
、
爾
極

性
背
反
を
拒
否
す

る
、
凡
ゆ
る
心
理
學

の
限
界

の
外

に
存
在

し

て
ゐ

る
、
積
極

的
不
可
能
性

、

こ
れ
信
仰
で
あ
る
。

こ

れ
に
よ
れ
ば
神
よ
も

の
恩
寵

の
信
仰

に
依

つ
て
、
絶
勤
他
者
な

る
、
神

と
の
封
立
が
、

超
え

ら
れ
る
と
す
る
の

姐



で
あ
る
。

こ
れ
啓
示

に
外
な
ら

ぬ
。
然

し
此

の
信
仰
に
よ
る
封
立

の
克
服
、
換
言
す
れ
ば
、
信
仰

に
依

る
紳

と
の
共

同

に
於

て
は
、
即

一
性
が
説
き
得
な

い
様

で
あ
る
。
其
所

に
は
否
定
さ
れ
し
、
罪

の
人
聞
と

し
て
の
人

間
が
残

さ
れ

て
ゐ
る
様

で
あ

る
。

因

に
久
松
先
生
の
批
評
を
掲
げ

よ
う
。

辮
讃
法
的
神
學
の
申

し
ま
す
様
な
騰
験

の
立
場
は
、
信
仰

の
立
場

に
依

つ
て
越
え
ら
れ
る
可
き

で
あ

b
ま
せ
う
が

然

し
叉
信
仰

の
立
場
は
、
私

の
言

ふ
様
な

、
膿
験

の
立
場

に
依

つ
て
越
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

(
宗
敏

的
非
合

理
性

)

危
機
神
學

の
立
場
は
、
十
分
な

る
も
の
と

は
思
惟

さ
れ

ぬ
の
で
あ
る
。
暉

の
即

↓
性
は
、
然
ら
ば
如
何

な
る
も

の
か

諸
佛
菩
薩

與
昌衆
生
春
瓢
動
含

躾
一同
大
浬
般
氷
之
性
也

(
十
二
丁
裏
)

帥
心
即
佛
是
佛
上
至
}諸

佛
一下
至
噛…畿

動
含

霊
一皆
有
'佛

性
一、
同

一
心
艦
也
。
《
三
十
八

丁
)

亦
は
、
傳

大
士
、
達
磨

、
大
梅
等
の
帥

心
.即
佛
、
帥
心
是
佛

は
正
し

く
灘

の
常

套
語
で
あ

る
。

こ
れ
全

く
超
修

本
を

意
味
す
る

に
外
な
ら

ぬ
。

道
不
レ属
レ脩
、
若
云
呂修

得
一修
還
成
レ壊
即

同
∴聲
聞
…
…

云
自
性
本
來
具
足
但
善

悪
事
王

不
レ滞

(
古
卑
宿
語
緑
、
黄

葉
章
)

45

 

蹴頁
壁

一牌
師

の
「
心
」
の
考
寂
爪

(
上

)

2

六

)


